
(1イ)数学教育における学士力あ考察
CCC数学運営委員会ば、21年 4月 、6月 、7月 、8月 、10月 (2回 )の 6回開

催 した。数学分野では、数学を分野共通の基礎科日と考え、数学のさまざまな概念を習

得し、社会生活の中でそれらの意味を的確に理解できる力と数量化 。図形化・記号化な

どの手法により、自然 。社会現象を数理的に表現できる力を中心にとりまとめた。その

上で、サイバーFD3究員232人に意見を求め、24人 (12%)か らの意見を踏まえ、

以下の通りとりまとめた。ここでは、「 ョア・カリキュラムのイメージ」、「測定方法」
を割愛したので、詳細は資料編 【資料 5】 を参照されたい。

【到達目薇 1】

社会生活に現れる数の基礎的な概念を例示し、簡単な計算ができる。
【到達度】
0 数の薇念を体系的に例示できる。
0 社会生活に現れる比をその意味とともに例示できる.

0 累乗で増える量の具体例を例示できる。
④ 対数の便利さを例示できる。
0 場合の数が「順列」になるケースや「組合せ」になるケースなどを例示できる。
0 確率のもついろいろな意味 (統計的意味、直感的意味)を例示できる。

【到達目凛 2】   ‐

自然 。井0環象を数量化し、図形 。記号を用いて具体的に表現することができる。
【到達慶】
① 自然 。社会現象の数理を数式 (2次関数、 指数関数、 三角関数など)や
適切な国 。グラフで表すことができる。

② ものの間の関係を点と機の「 グラフ」で表すことができる。
0 自然 。社会現象に現われる代表的な確率分布を理解している.

【到達目標 3】

数理的表現に基づいて問題の発見・解析ができ、結綸を導き出すことができる。
【到速度】
① 自然 。社会現象の中から問題を発見し、数理的に表現できる。

`‐

14)数学教育における情報教育
.9Cc数学運営委員会は、学士力考察をとりまとめの後、22年 1月 に1回開催した.
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【到違目凛1】
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基礎的な情報収集と情報処理の技能を身に付けている。

‐

'1::〔

I,多
:す宮ヂ黒義弄算干姦装姐墓F織軍長二粋成、プレゼンテーシ:ン等)を適切

|こ

【教育内容・方法】                         `
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、発表資料、教育学習支援ソフト等により確認する.

【到達目標 2】
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技術を活用して、数理的表現を用いて問題の発見 。解析ができる.
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